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精神的世界と学の形成の諸問題仕カ  
ー業と自由についての断章－  


































あるいは同時多発的に生起することは，充分に考えられるところである。   
仏教もまた，すでにインド教・インド思想に存していた輪廻転生の考えを取  
り入れたのである。それは決して仏教の創見ではない。そうであれば，「仏教  
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しき業を積めば次の生では餓鬼・地獄に堕ちる。かかる輪廻転生ないしは六道  
輪廻の考えは，業（ごう）思想と絡んで複雑な展開をしたといわれる。   
業（ごう）＝カルヤ（karman）は，ふつう，過去世になされた事実性（ハイ  
デガー，サルトルの用いた語）を私どもが背負っているという受身性をあらわし，  
かつ，それによって私どもの 〈今〉が規定されてしまうという決定論的必然性  
を示すものとして受けとられている。しかし，カルマの原語であるkarmanは，  
梵英辞典によれば，aCtion，WOrk，deed，functionとあり，effectあるいはfate  
















れた」とはいずれが先か，－という問題に逢着することになる。このような 〈始  
源〉 の問題は，いずれの哲学においても，必ずといってよいほど問題化されて  


























それが浸透していった。宗教についても，宗教学の分野で，〈宗教の始源〉 に  







しかし，オットーは，宗教の根源的なものはそのような 〈始源〉ではなく，上  
記の〈魅するもの〉のほか，〈戦慄すべき神秘〉，〈被造物感情〉 などを挙げ，  
東西の諸宗教の文献に徹して，これらの要素を確かめ，それがもっとも優越し  































































るようになっている。（G・マルセルは早くから，ヤスパースの限界状況を取り上げ，   





て 〈責め〉 を挙げることが多いのである。そのことは，ここに至って，ヤス  
パースが，四つの限界状況の中でも 〈責め〉 をもって根本的とみなし，根本状  
況の語をもって言い表わしているということではなかろうか。では，その 〈責  
め〉 とは，『啓示に面しての哲学的信仰』において，何か深められた内実があ  
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るだろうか。たしかに『哲学』第2巻「実存照明」では顕著でなかった 〈責  
め〉の局面が，これを根本状況というにさいし，前面に現われてきているよう  
におもわれる。〈責め〉 はそこで次のように説明されている。人間は過去に  
よってさまざまに規定されてはいるが，未来に向かって全く自由に諸可能性を  





しまうかもしれないということである。このような二種の排除という 〈責め〉  
を負いながら，人は未来に向かって自由に可能性を選択し実現することができ  
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せての選択ではない。そこでサルトルは，〈誠実に〉選べ，と言う。この〈誠  




ワード 〈人間的条件〉（conditionshumaines）という語が出てくる。（邦訳では  
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その場合は，さきほどの，全人類をそこに居合わせるという人間的条件（人類  
的条件）の意味で使われている。（アンガージュマンには「かかわらせる」「拘束す   












の研究』1990）異熟業には別異熟ともいわれるものがある。たとえば，〈狂〉 は  
悪因悪果の例かと考えられがちなのであるが，そうではない。悪因から生起す  
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